
■国発行昭和59年6月10日

％二慧鞭羅影

～

ー
．
呼
一
ぷ

』
、
朗
■
』

　
昭
和
5
9
年
第
一
回
臨
時
会
が
、
5
月
1
7
日
か
ら
2
1
日
ま
で
、
五
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
区
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
八
件
と
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見

書
一
件
を
審
議
し
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
長
、
副
議
長
の
辞
職
に
伴
う
選
挙
を
行
い
、
新
し
い
議
長
、
副
議
長
を
決
め
ま
し

た
。
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回臨鴫会隠かれる第1

第
一
回
臨
時
会
の
議
決
内
容
壽

議
長
、
副
議
長
の
選
挙

　
　
　
み
や
た
　
　
れ
い
に
ん

議
　
長
　
宮
田
　
玲
人
（
自
民
）

　
　
　
　
く
　
ほ
　
た
　
　
　
の
ぞ
む

副
議
長
　
久
保
田
　
望
（
公
明
）

い
ず
れ
も
「
指
名
推
選
」
に
よ
り
当
選
。

　
監
査
委
員
（
議
員
選
出
）

同
意
　
一
揮

　
し
し
ど
　
　
　
て
つ
お

　
宍
戸
　
鉄
男
（
自
民
）

麟
　
灘
（
公
明
）

選
任
の

「
仮
称
区
立
地
域
作
業
セ
ン
タ
ー
新

築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

　
契
約
金
額
1
1
二
億
七
〇
〇
万
円
　
工
期
日
6
0
年

　
3
月
2
0
日
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建

　
（
年
業
室
、
生
活
指
導
室
、
食
堂
な
ど
）

　
岡
本
二
丁
目
3
3
に
身
体
障
害
者
の
た
め
の
通
所

　
授
産
施
設
を
建
設
す
る
。

　
下
水
道
枝
線
工
事
請
負
契
約
の
締

結
　
四
件

○
奥
沢
四
丁
目
、
玉
川
田
園
調
布
二
丁
目
付
近

　
契
約
金
額
口
三
億
八
O
O
O
万
円
　
工
期
0
6
0

年
3
月
2
3
日

O
船
橋
四
丁
目
付
近
（
そ
の
2
）

　
契
約
金
額
11
三
億
四
〇
〇
〇
万
円
　
工
期
”
6
0

　
　
　
　
　
　
　
み
や
た
　
　
　
れ
い
に
ん

　
　
　
議
長
宮
田
　
玲
人

つ
　
　
鰻
自
農
主
党

議長・副議長の就任あいさ

　　　　　裂

ζ翁齢　墜麩

　　　　党望馨

年
3
月
2
3
日

○
千
歳
台
三
丁
目
付
近

　
契
約
金
額
”
二
億
八
七
〇
〇
万
円

年
3
月
2
3
日

○
成
城
六
、
八
丁
目
付
近

　
　
約
金
額
”
一
億
一
三
〇
〇
万
円

◇
◇
◇

工
期
1
1
6
0

工
期
”
60

特
別
区
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

　
特
別
区
は
自
治
権
拡
充
の
た
め
の
運
動
を

進
め
た
結
果
、
昭
和
5
0
年
に
区
長
公
選
を
実

現
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
の
権
能
を
果
た
す
基
礎
的
自

治
体
と
し
て
、
自
主
的
・
自
立
的
な
区
政
運

営
を
行
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
特
別
区
は
法
制
上
、
一

般
市
と
異
な
る
特
別
地
方
公
共
団
体
に
位
置

づ
け
ら
れ
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
っ
て
自
治

権
・
財
政
権
に
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
を
受
け
続

け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
特
別
区
政
調
査
会
を
設
け
、

鋭
意
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
特
別
区
を
市
に

す
る
将
来
構
想
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
を

ま
と
め
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
区
は
現
在
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
都
市
世
田
谷
」
の

実
現
を
目
指
し
、
区
民
生
活
の
向
上
の
た
め
、

諸
施
策
の
具
体
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。
3
月
に
は
、
美
術
館
の
建
設
工
事
に

着
手
し
、
ま
た
、
区
民
健
康
村
の
建
設
準
備
も

着
々
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
の
低
迷
が
長
引
く
な

ど
、
区
政
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
に
は
、
依
然

と
し
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
区
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
現

状
を
十
分
に
認
識
し
、
議
決
機
関
と
し
て
の
使

命
を
果
た
す
べ
く
、
全
力
を
尽
く
し
て
お
り
ま

す
。　
私
た
ち
は
、
議
長
、
副
議
長
と
し
て
、
そ
の

貴
任
の
重
さ
を
十
分
に
自
覚
し
、
議
員
全
員
と

力
を
合
わ
せ
て
、
区
政
の
進
展
に
努
力
し
て
い

く
所
存
で
す
．

　
こ
こ
に
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し
て
の
決
意
を

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
区
民
の
皆
様
の
む
理

解
と
O
協
力
を
お
願
い
し
て
、
O
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

，
年
3
月
2
3
日

，
p
専
決
処
分
の
承
認

O
特
別
区
税
条
例
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
も
の
。
区
民
税

　
の
非
課
税
の
範
囲
を
広
げ
た
こ
と
や
、
軽
自
動

　
車
税
の
税
率
を
改
正
し
た
こ
と
な
ど
。

．
．
意
見
書
（
議
員
提
出
議
案
）

○
特
別
区
制
度
改
革
に
関
す
る
意
見
書

　
と
こ
ろ
が
、
都
制
度
調
査
会
は
昨
年
n
月

「
都
制
度
改
革
の
基
本
的
考
え
方
」
に
つ
い
て

の
小
委
員
会
報
告
を
発
表
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
内
容
は
、
広
域
自
治
体
が
狭
域
自
治

体
に
対
し
て
調
整
権
を
有
す
る
等
都
の
権
限

を
強
化
拡
充
し
な
が
ら
、
特
別
区
制
度
を
改

革
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
特
別
区
が
目
指
す

自
主
的
・
自
立
的
方
向
と
は
、
む
し
ろ
逆
行

す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
都
制
度
調
査
会
は
最
終
答
申
を
起

草
中
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
い
ま
特
別
区

に
と
っ
て
必
要
な
こ
と
は
自
治
権
・
財
政
権

を
確
立
し
基
礎
的
自
治
体
に
ふ
さ
わ
し
い
権

能
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
世
田
谷
区
議
会
は
、
特
別
区
制
度

改
革
に
当
た
っ
て
は
、
特
別
区
側
の
意
見
を

十
分
尊
重
し
、
将
来
的
に
は
、
政
令
指
定
都

市
実
現
の
ビ
ジ
ョ
ン
も
含
め
、
左
記
事
項
に

つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
さ
れ
る
よ
う
強
く
要

望
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
記

一
、
都
が
特
別
区
に
対
す
る
調
整
権
を
維
持

強
化
す
る
広
域
、
狭
域
と
い
う
二
重
構
造
制

度
は
、
区
の
自
主
・
自
立
の
観
点
か
ら
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。

一
、
財
政
調
整
の
水
平
調
整
に
は
都
は
関
与

せ
ず
、
二
十
三
区
独
自
の
民
主
的
機
関
に
よ

る
民
主
的
配
分
を
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。

一
、
特
別
区
と
都
の
関
係
は
、
基
本
的
に
は

独
立
対
等
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
都
区
協
議
会

の
都
の
権
限
を
強
化
す
る
こ
と
に
は
問
題
が

あ
り
ま
す
。

一
、
特
別
区
の
実
態
を
無
視
し
た
統
廃
合
は
、

将
来
的
に
も
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
、
特
別
区
制
度
改
革
に
当
た
っ
て
は
、
区

議
会
及
び
住
民
の
意
見
を
十
分
反
映
さ
せ
る

べ
き
で
あ
り
ま
す
。

　
右
、
地
方
自
治
法
第
9
9
条
第
2
項
の
規
定

に
基
づ
き
意
見
書
を
提
出
い
た
し
ま
す
。

　
5
月
2
1
日
議
決
　
同
日
提
出

都
知
事
あ
て
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会派別議員名簿（蟹灘器瀟在）
自　由　民’主　党（26人）

氏　　名 郵便番号 住　　　　　所 電話番号
荒木義一 156 桜上水一丁目1－7－102 （302）7485
五十畑孝司 156 経　堂一丁目11－4 （429）0238

宇田川国一 154 上　馬二丁目18－12 （410）2838

内山武次 154 上　馬四丁目27－11 （422）1940

大高定左右 154 三軒茶屋二丁目12－12 （418）2551

吉良孝幸 154 若　林五丁目8－6 （413）4691

小谷　　勝 154 梅　丘一丁目10－14 （420）2338

小畑敏雄 157 成　城四丁目19－7 （484）8848

小山菊男 157 北烏山九丁目3－30 （300）5732

宍戸鉄男 156 松　原三丁目29－18 （325）0555

菅田昌宏 158 等々力三丁目6－9 （704）3808

鈴木昌二 158 玉　川二丁目5－7 （709）3422
大　　千代子 154 駒　沢四丁目15－20 （421〉1383

高橋八重子 155 代　沢三丁目25－4 （413）5871

近岡秀輔 158 奥　沢一丁目11－16 （720）4498

土田正人 155 代　田六丁目18－9 （468〉0457
土橋　　賀 154 太子堂二丁目7－8 （421）7198

内藤義雄 154 世田谷一丁目23－15 （426〉5151

中村大吉 154 下　馬一丁目33－2 （424〉3217

浜中光揚 156 船　橋四丁目28－15 （484）3314

原　　秀吉 158 上野毛一丁目25－8 （703）2506

原田正幸 158 奥　沢三丁目12－7 （720）2576

平山八郎 157 祖師谷五丁目3－2 （482）5700

宮田玲人 156 羽根木二丁目5－23 （323）4909

山口　　昭 158 等々力二丁目23－6サンコーポラス305 （704）5060

山沢修白 154 桜新町一丁目14－20 （429）5935

公 明　　　　党（9人）

大沢孝明 155 北　沢二丁目40－9 （469）0015
甲斐円治郎 157 北，鳥山一丁目52－10 （307）2188
久保田　望 154 太子堂四丁目30－16 （411）2373

迫田参雄 156 桜　　二丁目18－32 （420）5323

神宮寿夫 157 祖師谷六丁目10－8 （482）9592
中塚　　護 158 玉　川四丁目18－4 （709）1909

平塚信子 154 梅　丘一丁目49－8 （420）0240

吉本保寿 157 大蔵三丁目4－25－503’ （417）3862
和田　　勉 158 奥　沢七丁目24－20 （704）3395

日 本　　共　　産　　党（6人）

石原芳雄 158 奥　沢三丁目8－6 （727）0468
笹尾　　淑 157 南烏山二丁目8－1－1012 （308）2413

内藤邦雄 157 千歳台二丁目12－24 （484）2772

三井勝雄 156 船　橋五丁目17－7－108 （303）5834
森　　　　寿 154 太子堂四丁目5－2 （411）9494

山崎治茂 156 赤　堤三丁目31－15 （321）0597
日 本　　社　　会　党（6人）

大場暢子 157 南鳥山六丁目28－3－301 （300）0774
唐沢敏ヨ隻 158 奥　沢三丁目27－11 （727）2950

斉藤国男 154 池　尻四丁目23－11 （413）5018

桜井征夫 156 経　堂四丁目34－16－325 （426）7291
高橋　　忍 158 中　町五丁目9－11－102 （704）2528

森田キミ 157 上祖師谷一丁目34－13 （300）4803

民 社　　　　　党（3人）

折居俊武 158 奥　沢三丁目22－4 （728）0291

長谷川七郎 157 大　蔵一丁目7－9 （417）3939

丸山孝夫 154 太子堂三丁目18－2 （422）8882

無所属・社会民主クラブ（3人）
下条忠雄 157 千歳台二丁目14－15 （482）0033
東　　まさ 158 瀬　田四丁目9－8 （700）4075
本多シズエ 157 砧　　　三丁目31－26 （415）3053

民 社　　ク　　ラ　　ブ（1人）

高木正忠 157 成　城四丁目27－8 （483）0088

生 活　　ク　　ラ　　ブ（1人）

田ロイシ子 157 給　田二丁目12－1－312 （308）5644
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宮田　玲人　　久保田
　　自由民主党　　　　　　　　　　公　貝

［
企
蔦
画
㍍
総
四
、
務
二
L
区
「
．
、
．
民
、
一
生
・
一
活

◎
山
沢
　
修
白
（
自

○
丸
山
孝
夫
（
民

吉
良
孝
幸
（
自

菅
田
昌
宏
（
自

大
千
代
子
（
自

近
岡
秀
輔
（
自

平
山
八
郎
（
自

大
沢
孝
明
（
公

和
田
　
勉
（
公

森
　
　
寿
（
共

唐
沢
敏
美
（
社

会産明明民民民民民社民

本
多
シ
ズ
エ
（
無
罠
ク
）

◎
1
1
委
員
長

○
闘
副
委
員
長

◎
内
藤
邦
雄
（
共

○
宇
田
川
国
一
（
自

五
＋
畑
孝
司
（
自

小
谷
　
勝
（
自

原
田
正
幸
（
自

山
口
　
昭
（
自

久
保
田
望
（
公

神
宮
寿
夫
（
公

山
崎
治
茂
（
共

桜
井
征
夫
（
社

会産明明民民民民民産

田
ロ
イ
シ
子
（
生
活
ク
）

福
署
祉
営
保
擶
養
』
一
都
箪
市
、
一
．
整
備
　
一
文

◎
斉
藤
　
国
男
（
社
　
会
）

O
石
原
　
芳
雄
（
共
　
産
）

　
荒
木
　
義
ズ
自
　
民
）

　
小
畑
　
敏
雄
（
自
　
民
）

　
中
村
　
大
吉
（
自
　
民
）

　
浜
中
　
光
揚
（
自
　
民
）

　
宮
田
　
玲
人
（
自
　
民
）

　
吉
本
　
保
寿
（
公
　
明
）

　
森
田
　
キ
ミ
（
社
　
会
）

　
長
谷
川
七
郎
（
民
　
社
）

東
ま
さ
（
無
・
社
氏
ク
）

◎
高
橋
八
重
子
（
自
　
民
）

○
高
橋
　
　
忍
（
社
　
会
）

　
小
山
　
菊
男
（
自
　
民
）

　
宍
戸
　
鉄
男
（
自
　
民
）

』
土
田
　
正
人
（
自
　
民
）

　
原
　
　
秀
吉
（
自
　
民
）

　
甲
斐
円
治
郎
（
公
　
明
）

中
塚
　
護
（
公
明
）

　
三
井
　
勝
雄
（
共
　
産
）

　
高
木
　
正
忠
（
民
社
ク
）

◎
土
橋
　
賀
（
自

○
平
塚
信
子
（
公

内
山
武
次
（
自

　
大
高
定
左
右
（
自

下折大笹迫内鈴
条居場尾田藤木

昌
一
一
（
自

義
雄
（
自

参
雄
（
公

淑
（
共

暢
子
（
社

俊
武
（
民

毒
な
窃
勧
か
巷
世
遷
爺
「
墨
㊥
願
爺

審
議
が
終
わ
っ
た
も
の

一
採
択
六
件

◇
地
区
会
館
建
設
に
関
す
る
請
願
（
代
沢
一
丁
目

　
地
域
）

◇
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
希
望
者
全
員
の
入
所
借

　
置
に
関
す
る
請
願
（
松
丘
小
学
校
区
内
）

◇
野
良
猫
・
野
良
犬
対
策
に
関
す
る
講
願

◇
学
童
ク
ラ
ブ
設
置
及
び
希
望
者
全
員
の
入
所
措

　
置
に
関
す
る
請
願
（
用
醒
小
学
校
区
内
）

◇
児
童
館
建
設
の
早
期
実
現
に
関
す
る
請
願
（
成

　
城
・
上
祖
師
谷
地
区
）

◇
公
園
・
児
童
遊
園
の
設
置
を
求
め
る
講
願
（
上

馬
東
地
域
）

　
　
　
以
上
の
六
件
に
は
「
願
意
に
沿
う
よ
う
努

　
　
　
力
さ
れ
た
い
」
と
の
意
見
が
つ
け
ら
れ
た
。

：
取
下
承
認
　
十
二
件

◇
区
の
行
政
組
織
に
関
す
る
請
願

◇
仮
称
メ
ゾ
ン
・
ド
・
桜
新
町
恥
ー
マ
ン
シ
ョ
ン

　
建
設
反
対
に
関
す
る
陳
情
（
弦
巻
四
丁
目
3
3
）

◇
失
対
就
労
者
夏
期
手
当
等
に
関
す
る
請
願

教
．
交
通
．
対
・
策
』
特
励
区
制
鯛
査
』
．
下
水
遺
促
・
遙

社会産明民民民民明民

忠
雄
（
無
寿
民
ク
）

◎
長
谷
川
七
郎
（
民

○
土
田
正
人
（
自

　
宇
田
川
国
ズ
自

大
千
代
子
（
自

高
橋
八
重
子
（
自

東大山内吉中大浜内
　場崎藤本塚沢中藤

義
雄
（
自

光
揚
（
自

孝
明
（
公

護
（
公

保
寿
（
公

邦
雄
（
共

治
茂
（
共

暢
子
（
社

会産産明明明民民民民民民社

ま
さ
（
無
・
蔑
ク
）

◎
本
多
シ
ズ
エ
（
無
碁
罠
ク
）

〇
五
十
畑
孝
司
（
自

土
橋
　
賀
（
自

原
田
正
幸
（
自

宮
田
玲
人
（
自

山
口
　
昭
（
自

山
沢
修
白
（
自

迫
田
参
雄
（
公

平
塚
信
子
（
公

森
　
　
寿
（
共

桜
井
征
夫
（
社

丸
山
差
芙
（
民

社会産明明民民民民民民
◎
吉
良

○
森
田

荒
木

内
山

孝
幸
（
自

キ
ミ
（
社

義
一
（
自

武
次
（
自

大
高
定
左
右
（
自

小
畑
敏
雄
（
自

小
山
菊
男
（
自

近
岡
秀
輔
（
自

甲
斐
円
治
郎
（
公

久
保
田
望
（
公

笹
尾
　
淑
（
共

唐
沢
敏
美
（
社

高
木
　
　
正
忠
（
民
社
ク
）

田
ロ
イ
シ
子
（
生
活
ク
）

、
区
民
建
獲
蓬
設

　クク会産明明民民民民民民会民

　　　　　　　　　　　　　○◎下折高斉石和神平原中鈴宍小三菅条居橋藤原田宮山　村木戸谷井田
昌
宏
（
自

勝
雄
（
共

勝
（
自

鉄
男
（
自

昌
［
（
自

大
吉
（
自

秀
吉
（
自

八
郎
（
自

寿
夫
（
公

勉
（
公

芳
雄
（
共

国
男
（
社

忍
（
社

俊
武
（
民

社会会産明明民民民民民民産民

忠
雄
〔
無
・
蔑
ク
）

ー
げ

◇
シ
テ
ィ
ー
コ
ア
梅
ヶ
丘
建
設
反
対
に
関
す
る
請

　
願
（
代
田
三
丁
目
3
9
）

◇
仮
称
ス
タ
ー
ハ
イ
ツ
祖
師
谷
建
設
反
対
に
関
す

　
る
請
願
（
祖
師
谷
一
丁
目
2
5
）

◇
仮
称
用
賀
キ
ソ
ウ
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
反
対
に
関

　
す
る
講
願
（
用
賀
三
丁
目
1
6
）

◇
パ
ー
ル
シ
テ
ィ
世
田
谷
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
世
田
谷
三
丁
目
B
）

◇
失
対
就
労
者
年
夫
手
当
等
に
関
す
る
請
願

◇
失
対
就
労
者
年
末
手
当
等
に
関
す
る
講
願

◇
仮
称
ハ
イ
タ
ウ
ン
田
園
調
布
恥
2
建
設
に
関
す

　
る
請
願
（
奥
沢
三
丁
目
1
3
）

◇
用
賀
マ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ル
建
設
に
関
す
る
請
願

　
（
用
賀
一
丁
目
1
1
）

◇
仮
称
乙
甲
ユ
ー
ス
フ
ル
千
歳
烏
山
建
設
反
対
に

　
関
す
る
請
願
（
南
烏
山
四
丁
目
5
）

新
た
に
付
託
さ
れ
た
も
の

鷲
区
民
生
活
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

O
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ス
パ
ー
出
店
反
対

　
に
関
す
る
講
願
（
経
堂
五
丁
目
3
2
）

臣
福
祉
保
健
委
員
会
へ
付
託

O
雇
用
平
等
法
の
制
定
等
に
関
す
る
講
願

一
件

一
」
都
市
整
備
委
員
会
へ
付
託
　
二
件

○
ヒ
ミ
コ
コ
ー
ト
駒
沢
建
設
反
対
に
関
す
る
請
願

　
（
駒
沢
四
丁
目
1
9
）

O
道
路
新
設
に
関
す
る
請
願
（
千
歳
台
五
丁
目
3

番
先
）

一
，
、
文
教
委
員
会
へ
付
託
　
一
件

O
温
水
プ
ー
ル
建
設
に
関
す
る
講
願

編
集
後
記

O
今
回
は
、
会
派
別
議
員
名
簿
と
議
会
の
構
成
を

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

○
こ
の
『
区
議
会
だ
よ
り
』
が
発
行
さ
れ
る
こ
ろ

　
に
は
、
第
二
回
定
例
会
が
始
ま
る
予
定
で
す
。

　
そ
の
あ
ら
ま
し
は
、
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

O
区
議
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　
区
議
会
肇
務
局
（
覗
）
一
一
一
↓
内
線
㎜
～
餅

　
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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